
 

 

 

 

単元の実際 

（学習活動③解決策の共有まで） 

 

 

 

 

 

 



学習活動①‐１ 

【スライド例】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 身の回りの製品からアジア州の経済発展に着目する活動 

・ マスクの生産国の割合から中国の製品と自分の生活との結びつきを実感する。 

・ 2種類のジャケットとジーンズを比較し，どちらが中国の製品かを考える。 



【生徒の振り返り】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  自分たちの生活とアジアの国々のかかわりに興味をもちはじめている 

 

 

 

 

 

 

 

 



学習活動①‐２ 

【スライド例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 身の回りの製品からアジア州の経済発展に着目する活動 

・ 身の回りの物の生産国を調べ，中国産のものだけでなく，東南アジア・南アジア産の製 

品があることに気付く。 

・ アパレル製品の生産国の推移のグラフや９９０円ジーンズから，中国産から東南アジア・ 

南アジア産の安い製品が増えてアジア州全体が経済発展していることをとらえる。 

 ・ どちらの商品を購入したいかを考える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【生徒の考え】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業記録写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の振り返り】 

  

 

 

 

 

 

 中国以外のアジア州の経済発展と 

自分たちとのつながりを見いだしている 

 

 

 



 

学習活動①‐３ 

【スライド例】 

 

 
【生徒の考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 身の回りの製品からアジア州の経済発展に着目する活動 

・ 経済発展が進んだ国で労働問題や環境問題，経済格差といった問題が生じていることに 

気付く。 

 ・ どちらの商品を購入したいかを考える。 



 

【授業記録写真】 

 

経済発展によって生じる問題についての資料を読んでの感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改めてどちらを購入するか？についての考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【生徒の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課題をもち、解決策に向かって学習をしようとしている 



学習活動②‐１ 

 

【スライド例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ↓  全体で共有しながらプロセスを考案、共有する。 
 

習活動② 

 

 

 

生徒が考えた学習プロセスをその場で PowerPointにまとめた。 

 

 

〇 アジア州の経済発展の背景を追究する活動 

 ・ 解決策を構想するために必要な学習を共有する。 

・ 判断のために追究して明らかにしたい内容を共有する。  

・ 学習プロセスに従って個人で追究する。 

・ グループで明らかになったことを共有する。 



【授業記録写真】 

 ・ 追究の基礎となる資料と教科書・資料集を提示した。 

 ・ その上で、インターネットを活用して追究させた。 

 ・ 追究のまとめ方は、ロイロノート、ワークシートなど生徒に選択させて行わせた。 

(ワークシート２９人、ロイロノート１０人) 

 

 

 

 

 

  個人追究の様子 

 

・ グループでの共有時も、ロイロ―ノート、ワークシートから学習がしやすいものを選択さ 

せた。 

 

 

 

 

 

グループでの共有の様子 

 

【生徒の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状が分かり、解決策を構想していこうとしている



【共有時のワークシート】 

 

 

 



学習活動②‐２ 

【スライド例】 

 

 ⇒ 

               検討するにはどのように 

進めていくかを生徒が考えた 

ものを PowerPoint でまとめた 

 

・ その後、解決策のモデルを２つ示した 

・ 解決策をまとめる方法をロイロノート、PowerPoint、ワークシートから選択させた。 

  (ロイロノート、PowerPoint、ワークシート) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 アジア州の経済発展の背景を追究する活動 

 ・ 追究活動を基に解決策を構想する。 



【生徒の振り返り】 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

難しさを感じながらも解決策を構想しようとしている 

 

 

 



【生徒が考えた解決策例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学習活動③‐１ 

【スライド例】 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

                    ↓     解決策を練り上げるための共有、検討の仕方を問い、

以下のように設計した。なお、違う観点でまざること

で、参考にできるのではという発言から、異なる問題の

解決策を共有している生徒同士でグループ編成した。 

 

 

 

 

 

 

 

【授業記録写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 解決策やその理由の妥当性を検討する活動 

 〇 グループで解決策を共有する。 

〇 仲間の解決策について調べる 



【生徒の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



抽出生 A(労働問題の解決策を考えている)の記録 

・・・最初の選択でベトナム・バングラデシュ産を購入することで、発展途上国をうるおしたい

と発言。アフリカでの生活経験を活かした考えに仲間から注目されている。 

〇 振り返りの記録 

 1 時間目・・・身近な製品からアジア州の経済発展に気付く 

 

 

 

 

 

 ２時間目 ・・・アジア州の経済発展をとらえる 

 

 

 

 

 

 

３時間目・・・経済発展によって生じる問題を知って(課題設定時) 

 

 

 

 

 

 

 4 時間目・・・経済発展の背景と影響を追究して 

 

 

 

 

 

5 時間目・・・解決策を構想して 

 

 

 

 

 

 

 

  



 〇 抽出生 Aの解決策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



抽出生 B(労働問題の解決策を考えている)の記録 

・・・ 最初の選択でよいものを買いたいから中国のものを買いたい。と発言。追究活動に非常

に意欲的に取り組む 
〇 振り返りの記録 

 1 時間目・・・身近な製品からアジア州の経済発展に気付く 

 

 

 

 

 

 

 

 ２時間目 ・・・アジア州の経済発展をとらえる 

 

 

 

 

 

３時間目・・・経済発展によって生じる問題を知って(課題設定時) 

 

 

 

 

 

 4 時間目・・・経済発展の背景と影響を追究して 

 

 

 

5 時間目・・・解決策を構想して             6 時間目・・・解決策を共有して 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



〇 抽出生 Bの解決策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



抽出生 C(環境問題の解決策を考えている)の記録 

・・・同じ班にいる持続可能な発展の視点をもっている生徒とのかかわりでどうなっていくか 

〇 振り返りの記録 

 1 時間目・・・身近な製品からアジア州の経済発展に気付く 

 

 

 

 ２時間目 ・・・アジア州の経済発展をとらえる 

 

 

 

 

３時間目・・・経済発展によって生じる問題を知って(課題設定時) 

 

 

 

 

 

 

 4 時間目・・・経済発展の背景と影響を追究して 

 

 

 

5 時間目・・・解決策を構想して 

 

 

 

 

6 時間目・・・解決策を共有して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇 抽出生 Cの解決策 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

本時の実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学習活動③‐１ 

【スライド例】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業記録写真】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 解決策やその理由の妥当性を検討する活動 

 〇 グループで解決策を，根拠を基に検討する。 



【模造紙の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学習活動③‐１ 

 

【授業記録写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

  

③ 解決策やその理由の妥当性を検討する活動 

 〇 全体で共有する。 

〇 解決策やその理由をとらえなおす視点として，公平性・連携性・責任性の視点をえる。 

〇 新たに得た視点を基に，解決策を練り直する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学習活動④ 

 

冬休み中の課題として取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 単元での学習をまとめる活動 

○ 評価課題に取り組む。 



【冬休み前までの生徒の単元の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

成果と課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 成果について 

 〇 教科論＝教科の本質にかかわって 

【社会科における教科の本質を踏まえた生徒の姿】 

社会的事象への興味・関心をもち，見いだした課題を多面的・多角的に考察することで概念を形成し，

自分の考えを深めている 

  振り返りの記述・授業での様子から，「社会的事象への興味・関心をもち，見いだした課題を多面的・多

角的に考察すること」はできていた。「概念を形成し，自分の考えを深めている」については，現在評価課

題を実施中のため，判断できないが，「経済発展の在り方」についての考えは生徒が構想した解決策，振り

返りから考えが深まった。【生徒の振り返り・授業者の見とり】 

  このことから，本単元における手立てア～ウが有効であった。 

 〇 ICTの活用にかかわって 

  GIGAスクール構想にかかわって、解決策を構想する際に、ICTを選択・活用させた。その後の授業での様

子から生徒が主体的に活用している姿が見られた。 

 〇 コンピテンシーの表出にかかわって 

  単元途中の生徒から「僕たちは服を着ているんじゃない。人間を着ているんだ。」「それで社会は回ってい

る。これも１つの解なのだ。」というような発言が挙がった。社会的事象に自我関与したからこそでてきた

発言である。この発言から学級全体が経済発展と環境問題・労働問題のジレンマ(難しさ)を感じ乗り越えよ

うとしていったと感じた。【生徒の振り返り・授業者の見とり】 

 

２ 課題について 

 〇 教科論＝教科の本質・コンピテンシーの表出にかかわって 

  公開授業は停滞した時間となった。考え方を問う発問は生徒の目的意識とはずれていた。ただ、その後の

生徒の学習活動・振り返りから、本時で問い、生徒が獲得した持続可能な発展という視点について生徒は有

効性を実感していた。本単元は 1 年生の世界の諸地域の 2 単元目であるためこの視点の有効性に気付かせ

ることができたのはよかった。しかしながら、コンピテンシーの表出！といえるような場面は本時でなかっ

たため、どのような場面を見せるか、どのように見とるかは今後の課題である。 

 

  以上のことから来年度への提言をまとめる。 

◎ 目的意識の醸成・継続・強化のための手立て 

 ・ 教科の本質もコンピテンシーもどれだけその単元(題材・課題)に没入させるか(目的意識)が大事と 

改めて感じた。 

→ そのために単元の導入は「モノ」だとやはり関心意欲がわきやすい。さらに、「どちらの商品を 

購入するか」というような行動選択を生徒に問うことでより自我関与が強くなり目的意識の醸成

につながる。(このことはコンピテンシーの研究を進めていた時にも話題になりました) 

→ すべての単元でできる訳ではないが、これは単元のつくり方・ICT の活用方法にも共通する。 

例えば、どのように学習を進めていくか、どのように ICT を活用していくかなどを、目的意識を

醸成した上で問い、選択・判断させていくことでその目的意識が継続・強化されていく。 

  → 生徒の振り返りを次時の展開に活用していくことも同様に有効。 

 

△ コンピテンシーの表出はどうねらう？どう見とる？ 

 ・ 本時だけで見とる、検証するのは厳しいのではないかと考える。表出の検証をしていくのであれ

ば、単元全体をおいかけていかないと難しいのでは。 


